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（２）成果指標 
〇体⼒ 

体⼒合計点*（⼩学校第６学年男⼥） 
＜東京都児童・⽣徒体⼒・運動能⼒、⽣活・運動習慣等調査*＞ 

持久⼒、筋⼒、柔軟性など総合的な体⼒の向上をめざし、東京都児童・⽣徒体⼒・運動能⼒、⽣活・運
動習慣等調査＊の体⼒テスト＊による小学校第 6 学年男⼥の体⼒合計点＊を成果指標＊として設定します。
令和５年度には、男子は平成 30 年度までの過去 10 年の最⾼値である平成 23 年度の 60.62 点を目標値
とし、⼥子は平成 30 年度の東京都の平均点である 61.68 点を目標値として取り組みます。 

 

成果指標 30 年度 
(基準値) 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

(目標値) 

体⼒合計点＊ 
(小学校第６学年男⼥) 

男子 
60.31 点 

⼥子 
61.65 点 

 
 

   

男子 
60.62 点 

⼥子
61.68 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

授業風景（体育） 

【大森第四小学校】 

体力テスト（反復横とび） 

【大森第四小学校】 

馬三元気アップタイム（体力向上の取組） 

【馬込第三小学校】 
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（２）成果指標 
〇教員の指導⼒ 
「子どもたちにとって分かりやすい授業をしていた」及び「子どもたち一人ひとり
の活動が充実していた」に「とても当てはまる」と回答をした割合 

＜保護者による授業評価＞ 

児童・生徒の学校生活の基本となる授業において、各学校が保護者・地域への授業公開時に実施す
るアンケートの共通項目である「子どもたちにとって分かりやすい授業をしていた」及び「子どもた
ち一人ひとりの活動が充実していた」に「とても当てはまる」と回答をした割合を成果指標＊として設
定し、教員の指導⼒向上、授業の改善・充実を図ります。 

 

成果指標 30 年度 
(基準値) 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

(目標値) 
「子どもたちにとって分かりや
すい授業をしていた」及び「子
どもたち一人ひとりの活動が充
実していた」に「とても当ては
まる」と答えた割合 

60.59% 
 
 

   65.59% 

 
 
  

教員研修（講義） 教員研修（グループ討議） 
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5) 「教育環境の整備」 
〜ICT 環境の整備、学校施設の改築など、良質な教育環境を整備する〜 
ICT＊を活⽤した教育環境の整備や計画的な学校施設の改築を⾏うなど、児童・⽣徒の学習環境を向

上させます。改築においては、環境負荷が少ないソーラーパネルの設置や学校施設の緑化などを推進
します。 

 
① ICT*環境の整備 

事業名 事業内容 
1 電子黒板・タブレット端

末・デジタル教科書など 
ICT＊機器の配備【再掲】
未来 

プラン 1－３) 「情報活用能力」参照（P.28） 

 
② 学校教育環境の整備 

事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 
1 学校施設の改築 今後、⼤量に⾒込まれる学校施設等の改築需要に対応するため、

計画的な改築を進めます。 

① 志茂田中学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
外構工事 

竣工      

② 志茂田小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
外構工事 

竣工      

③ ⼤森第四小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
改築工事  竣工    

④ 入新井第一小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施設計 改築工事     

⑤ ⼤森第七中学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
改築工事    竣工  

⑥ 東調布第三小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施設計   改築工事   

⑦ 赤松小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施設計 改築工事     

⑧ 田園調布小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
基本設計 基本設計 実施設計 改築工事   

⑨ 東調布中学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
基本設計 基本設計 実施設計 改築工事   

⑩ ⽮⼝⻄小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
基本計画 基本設計 実施設計 改築工事   

⑪ 安方中学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
基本計画 基本設計 実施設計 改築工事   
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⑨ 東調布中学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
基本設計 基本設計 実施設計 改築工事   

⑩ ⽮⼝⻄小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
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事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 
 ⑫ 馬込第三小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 

基本計画 基本計画 
基本設計 

基本設計 
実施設計 

実施設計 
改築工事 

改築工事  

⑬ 入新井第二小学校 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
基本計画 基本計画 

基本設計 
基本設計 
実施設計 

実施設計 
改築工事 

改築工事  

⑭ 改築予定校（２校） 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
 基本計画 基本計画 

基本設計 
基本設計 
実施設計 

実施設計 
改築工事 

改築工事 

⑮ 改築予定校（２校） 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
  基本計画 基本計画 

基本設計 
基本設計 
実施設計 

実施設計 
改築工事 

2 学校の体育館への 
空調設備の整備 

児童・⽣徒の健康と安全な教育環境を守るため、体育館の空調設備
の整備を推進します。また、防災拠点としての環境整備を進めます。 
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
推進     継続 

3 トイレの洋式化 快適な衛⽣環境整備のため、小中学校のトイレの洋便器化を計画
的に進めます。 
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
推進     継続 

 
③ 緑化の推進 

事業名 事業内容 
1 学校施設の緑化 地球にやさしいまちづくりの推進とともに、⼦どもたちの環境教

育の充実を図るため、学校施設を活⽤した緑化を推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

新校舎内の普通教室 

【志茂田小学校】 

新校舎内の音楽室 

【大森第四小学校】 
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③ 不登校児童・⽣徒への⽀援 
事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 

1 登校支援員 登校をためらうなど、不登校の予兆を⾒せる児童・⽣徒に対して、
顔⾒知りの支援員が家まで迎えに⾏ったり、別室対応を⾏うな
ど、登校支援員の配置を充実します。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施     継続 

2 教育相談員＊の 
学校訪問･ケース支援 
 
 

教育相談員＊が定期的に学校を訪問し、学校不適応＊の児童・⽣徒
の状況を把握するとともに、学校に対する助言など、早期支援を
⾏います。また、不登校状態の児童・⽣徒に対するケース支援を
充実します。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施     継続 

3 適応指導教室＊での 
学習指導 
 
 

不登校状態の児童・⽣徒に対する学習指導を充実させるため、適
応指導教室＊「つばさ」に学習指導講師＊を派遣し、早期に在籍校
に復帰できるよう学習支援を⾏います。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
実施     継続 

4 スクールカウンセラー＊・ 
スクールソーシャルワー
カー＊の体制充実【再掲】 

プラン６－4) 「教育相談の充実」参照（P.69） 

5 養護教諭補助【再掲】 プラン 5－４) 「学校組織の活性化」参照（P.54） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

いじめ、不登校対策の校内掲示板 

【志茂田小学校】 
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6) 「図書館の整備と文化財保護」 
〜区⺠の学びを⽀え、地域の文化を次世代につなげる〜 
⽼朽化が進んでいる図書館の改築をさらに推進するとともに、改築にあたっては、ICT＊の活用など

による図書館の利便性の向上や地域の特⾊を生かした整備を⾏います。また、身近な生涯学習＊の場と
して誰もが利用したくなる魅⼒を備えた、区⺠の知の活動拠点としての機能の充実を図ります。 

地域の宝である⽂化財の保護や歴史を伝承するとともに、広く区⺠に周知や啓発を図り、⽂化財や
歴史への関⼼と理解を深め、次世代につなげます。 

 
① 図書館の充実 

事業名 事業内容及びスケジュール（年度） 
1 図書館の ICT＊化 インターネット時代の多様な利用形態に対応するため、利便性の

向上と業務の効率化を目的とした IC タグの導入などを実施しま
す。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 
準備 設置 実施   継続 

2 地域の特⾊を生かした 
図書館の整備 

地域特性を生かした情報拠点として機能の向上を図ります。また、
⼦どもから⾼齢者までの区⺠の学びの場となるよう環境を整えま
す。 
⽼朽化する施設・設備の改修・改築にあたっては、図書館施設の⻑
寿命化も視野に入れながら、ICT＊の活用による新たなサービスの
向上を図るとともに、地域特性に対応した情報拠点として区⺠が主
体的に学ぶ場となるよう整備を図ります。 

3 池上図書館の移転 池上駅直上駅ビル内に図書館を整備し、駅ビルという⽴地を生かし
た機能性に優れた新しい図書館を構築します。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度〜 

実施設計 
改築工事 
移転開設 運営   継続 

 
② 文化財保護の啓発・普及 

事業名 事業内容 
1 ⽂化財保護の啓発・普及 地域の⽂化財や歴史を知り、身近に親しむとともに⽂化財の保護・

保存・活用に対する理解と関⼼を深めるために、⽂化財資料の作成
や⽂化財講演会などを開催します。また、区指定⽂化財には、⽂化
財の特⾊を記した標識版を設置するなど、啓発・普及を推進します。 

 
 

文化財の公開見学会 
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第４章 

３ 教育委員会の事業一覧               
教育委員会では、教育目標を実現するために、掲載されている事業や取組にとどまらず、総合的な教

育施策を展開します。 

プラン１ 未来社会を創造的に生きる子どもの育成【未来】関連事業 
連携する計画 

※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

 
小学生漢字検定 

小学校の全児童を対象に習熟度合いの把握や目標設
定の機会として漢字検定を実施し、日本語の重要な要
素である漢字の基礎・基本の確実な定着を図ります。 

指導課 

 
作文指導教材 

作文指導教材「書くって楽しいね」を効果的に活用し、
文章を書くことに親しみ、楽しさを知ることで、全児
童の「書く⼒」の向上を図ります。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 読書活動 

各学校で読書指導計画を作成し、読書の時間や機会の
確保、読書週間の取組など、児童・生徒の発達段階に
応じた読書活動の充実と読解⼒の向上を図ります。 
読書学習司書は、司書教諭を補助するとともに、学校
図書館を活用した教育活動の企画や教員が図書資料
を駆使した授業を⾏う際の補助業務を⾏い、学校での
読書活動、学習活動を充実します。 

指導課 

・多文化共生プラン 
・子どもの生活応援プ

ラン 
英語教育 

中学校第３学年生徒の実用英語技能検定３級の取得率を
向上させ、英語による読み書き、リスニング、会話といっ
た包括的なコミュニケーション能⼒の向上を図ります。 

指導課 

・多文化共生プラン 外国語教育指導員＊ 

外国人の外国語教育指導員＊を配置して、ネイティ
ブ・スピーカーの英語に触れることにより、小学校全
児童及び中学校全生徒を対象に、日常的な会話や簡単
な情報交換等ができるよう実践的コミュニケーショ
ン能⼒を培います。 

指導課 

・子どもの生活応援プ
ラン 習熟度別少人数指導 

英語、算数、数学では、児童・生徒の習熟度に応じて
少人数学級を編成し指導を⾏い、児童・生徒一人ひと
りの基礎学⼒を確実に定着させます。 

指導課 

  理科教育推進拠点校 

文部科学省教育課程特例校としての「サイエンスコミュ
ニケーション科＊」、おおたサイエンススクール（理科
教育研究推進校）＊の成果を生かし、区内小学校３校を
理科教育推進拠点校として指定します。理科⽀援員＊の
活用など、取組の成果を全小学校と共有し教育活動に生
かすことで、理科好きな児童の育成を図ります。 

指導課 

  子ども科学教室 

児童・生徒の科学的思考⼒や科学に対する探究⼼を育
成するための事業として実施し、身の回りの自然現象
に直接触れることを通し、自然に対する興味・関⼼を
高めるなど科学教育の振興を図ります。 

指導課 

  小中学校理科授業⼒
向上研修 

教員の指導⼒向上を図るため、小学校では夏季休業中
において、外部講師による観察・実験授業の研修会を
実施します。中学校では、観察・実験の授業公開を通
して、中学校理科教育指導員＊から指導・助言を受け
る研修会を実施します。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・文化振興プラン ものづくり学習 

「ものづくりのまち」の特色を生かし、町工場などに従
事する技術者・技能者の協⼒を得たものづくり学習を⾏
い、児童・生徒のものづくりへの関⼼を高め、作ること
の喜びや創造性に富み郷土を愛する⼼を培います。 

指導課 

第4章
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連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

  ものづくり科学スク
ール 

大田区のものづくり教育推進の一環として、身近にある
最先端の科学技術に触れさせ、科学工作などを体験させ
ることにより、ものづくりや科学の楽しさを教えます。 

指導課 

  
電子⿊板・タブレッ
ト・デジタル教科書な
ど ICT＊機器の配備 

ICT＊環境整備事業の成果を踏まえ、小中学校の ICT＊

環境の一層の充実をめざします。 
令和２年度から全面実施となる小学校の新学習指導
要領における「プログラミング教育」の本格導⼊など
を⾒据え、小中学校におけるタブレット端末の追加配
備や特別教室への大型提示装置など、小中学校の ICT
＊機器のさらなる充実を進めます。 

学務課 
指導課 

 

  教員の ICT＊活用研修 

授業において積極的に ICT＊を活用し、児童・生徒の
学⼒の定着と学ぶ意欲の向上をめざします。そのため
に、職層に応じた研修を実施し、ICT＊活用に対する教
員の意識を高め、より効果的な活用⽅法の定着へとつ
なげます。特に、児童・生徒用タブレット端末の活用
⽅法に関する内容をまとめ、利用率の向上を図るとと
もに、より効果的な活用につなげます。 
また、外部機関との連携を図り、ICT＊に関する校内研
修の充実を図ることや、ICT 活用推進リーダーに向け
た連絡協議会を実施することで、さらなる ICT＊活用
の啓発に取り組みます。 

学務課 
指導課 

 

 
プログラミング教育 

物事をうまく解決する⽅法や⼿順を論理的に考えて
いく「プログラミング的思考」を身に付けるための教
育を教科横断的に進めます。 

指導課 

・男⼥共同プラン 
・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

人権教育 

児童・生徒が、人権課題を学ぶことで、自らの権利と
義務、自由と責任についての認識を深め、他者の人権
を尊重することをはぐくみ、生活の中に生かしていく
ことができる人権教育を推進します。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

道徳授業地区公開講
座 

保護者や地域住⺠など誰もが参加できる公開講座を
開催します。学校・家庭・地域が道徳教育への共通理
解を深め、連携することで、子どもたちが他者を尊重
し生命を尊ぶ⼼を育てます。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・多文化共生プラン 
・子育てプラン 

体験的な英語活動 

外国語教育指導員＊と英語でのコミュニケーションを
楽しむ英語カフェ＊などを充実します。 
体験的な英語活動を通じ、外国の⽅々と進んでコミュ
ニケーションを⾏う態度を育てるとともに、異文化に
対する理解の促進を図ります。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 中学校生徒海外派遣 

海外（アメリカ合衆国・セーラム市、ドイツ連邦共和
国・ブレーメン市）でのホームステイを通して、外国
の生活や文化の理解、並びに外国語（英語）の習熟な
どを図り、国際社会において信頼と尊敬を得られる人
間性豊かな生徒の育成をめざします。 

指導課 

  
中学校特別⽀援教室
（サポートルーム）＊

設置 

東京都発達障害教育推進計画＊に基づき、令和３年度
までに全区⽴中学校に特別⽀援教室（サポートルー
ム）＊を設置します。 

学務課 

・⻘少年健全育成計画 
・多文化共生プラン 
・子どもの生活応援プ

ラン 

日本語特別指導（初期
指導） 

日本語指導が必要な外国人児童・生徒や、海外から帰
国した児童・生徒を対象に個別や小集団による日本語
指導を⾏います。 

指導課 
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連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

  ものづくり科学スク
ール 

大田区のものづくり教育推進の一環として、身近にある
最先端の科学技術に触れさせ、科学工作などを体験させ
ることにより、ものづくりや科学の楽しさを教えます。 

指導課 

  
電子⿊板・タブレッ
ト・デジタル教科書な
ど ICT＊機器の配備 

ICT＊環境整備事業の成果を踏まえ、小中学校の ICT＊

環境の一層の充実をめざします。 
令和２年度から全面実施となる小学校の新学習指導
要領における「プログラミング教育」の本格導⼊など
を⾒据え、小中学校におけるタブレット端末の追加配
備や特別教室への大型提示装置など、小中学校の ICT
＊機器のさらなる充実を進めます。 

学務課 
指導課 

 

  教員の ICT＊活用研修 

授業において積極的に ICT＊を活用し、児童・生徒の
学⼒の定着と学ぶ意欲の向上をめざします。そのため
に、職層に応じた研修を実施し、ICT＊活用に対する教
員の意識を高め、より効果的な活用⽅法の定着へとつ
なげます。特に、児童・生徒用タブレット端末の活用
⽅法に関する内容をまとめ、利用率の向上を図るとと
もに、より効果的な活用につなげます。 
また、外部機関との連携を図り、ICT＊に関する校内研
修の充実を図ることや、ICT 活用推進リーダーに向け
た連絡協議会を実施することで、さらなる ICT＊活用
の啓発に取り組みます。 

学務課 
指導課 

 

 
プログラミング教育 

物事をうまく解決する⽅法や⼿順を論理的に考えて
いく「プログラミング的思考」を身に付けるための教
育を教科横断的に進めます。 

指導課 

・男⼥共同プラン 
・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

人権教育 

児童・生徒が、人権課題を学ぶことで、自らの権利と
義務、自由と責任についての認識を深め、他者の人権
を尊重することをはぐくみ、生活の中に生かしていく
ことができる人権教育を推進します。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

道徳授業地区公開講
座 

保護者や地域住⺠など誰もが参加できる公開講座を
開催します。学校・家庭・地域が道徳教育への共通理
解を深め、連携することで、子どもたちが他者を尊重
し生命を尊ぶ⼼を育てます。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・多文化共生プラン 
・子育てプラン 

体験的な英語活動 

外国語教育指導員＊と英語でのコミュニケーションを
楽しむ英語カフェ＊などを充実します。 
体験的な英語活動を通じ、外国の⽅々と進んでコミュ
ニケーションを⾏う態度を育てるとともに、異文化に
対する理解の促進を図ります。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 中学校生徒海外派遣 

海外（アメリカ合衆国・セーラム市、ドイツ連邦共和
国・ブレーメン市）でのホームステイを通して、外国
の生活や文化の理解、並びに外国語（英語）の習熟な
どを図り、国際社会において信頼と尊敬を得られる人
間性豊かな生徒の育成をめざします。 

指導課 

  
中学校特別⽀援教室
（サポートルーム）＊

設置 

東京都発達障害教育推進計画＊に基づき、令和３年度
までに全区⽴中学校に特別⽀援教室（サポートルー
ム）＊を設置します。 

学務課 

・⻘少年健全育成計画 
・多文化共生プラン 
・子どもの生活応援プ

ラン 

日本語特別指導（初期
指導） 

日本語指導が必要な外国人児童・生徒や、海外から帰
国した児童・生徒を対象に個別や小集団による日本語
指導を⾏います。 

指導課 

第4章





第4章
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第４章 

連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

・健康プラン 子どもの健康づくり
教室 

児童と保護者を対象に、調理実習や講義を通じて正し
い生活習慣を身に付け、生活習慣病を予防するための
基礎的な知識の普及を図ります。 

学務課 

プラン掲載以外の事業 

  「一校一取組」運動 

すべての児童・生徒の体⼒・運動能⼒の向上をめざし、
各学校において特色ある体⼒向上の取組として「一校
一取組」運動を実施します。また、小学校においては、
担任が体育の授業を⾏うことから、各学級で⼯夫した
「一学級一実践」運動の取組を実施します。 

指導課 

 

プラン５ 魅⼒ある教育環境づくり【学校・教職員】関連事業 
連携する計画 

※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

  
地域教育連絡協議会＊

（学校運営協議会設
置の検討） 

地域に開かれた学校づくりを推進するために、地域の
特性を踏まえた学校運営協議会（コミュニティ・スク
ール）＊の設置に向けた調査・研究を⾏うなど、地域
教育連絡協議会＊の発展に向けて取り組みます。 

教育総務課 
指導課 

  地域に開かれた学校
づくり 

各学校は教科の授業公開⽇を設定し、教員は授業の流れ
とポイントを示した計画案を作成・配布するほか、保護
者・地域に教科の授業を公開し、アンケートなどにより
保護者・地域による授業評価を実施します。 
各学校は年度当初に教育目標や学校経営⽅針を示し、
年度末には教育活動の⾃⼰評価をホームページで公
表します。 
学校のホームページを活用し、子どもたちの⽇常の様
子や学校だより、⾏事情報、各種評価や学習効果測定
の結果分析など、学校の情報を積極的かつタイムリー
に公表します。 
各学校は⾃校の教育活動について児童・生徒や保護者
へのアンケートを実施し、その内容を受けて⾃⼰評価
を実施します。さらにその⾃⼰評価を地域教育連絡協
議会＊が評価（学校関係者評価）し、その結果を公表
します。 

指導課 

 
子どもの「生きる⼒＊」
をはぐくむプログラ
ム 

各学校は、児童・生徒の「生きる⼒＊」の育成のため、
地域の特性や人材を生かした取組など、学校独⾃の特
色ある教育活動を推進します。教育委員会は、各学校
の取組を⽀援し、⾃⽴的経営改⾰を促進します。 

指導課 

  夏季休業中の専門性
向上ウィーク 

授業改善セミナー＊を中心に教科などの専門性を高め
るための研修を、夏季休業中に集中的に実施し、教員
の指導⼒の向上を図ります。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

問題⾏動対応サポー
トチーム＊と生活指導
⽀援員＊ 

各地区の拠点校に問題⾏動対応サポートチーム＊を配
置し、児童・生徒の問題⾏動に対して、経験豊かな人
材が巡回し、各学校を⽀援します。 
また、生活指導上の課題を解決し、正常な学校運営を
確保するために、生活指導⽀援員＊を配置します。学
校及び教員を⽀援し、児童・生徒一人ひとりが安心し
て学校生活を送ることができるよう、校内体制の確⽴
をサポートします。 

指導課 

第4章
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連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

  授業改善推進プラン 

各学校は大田区学習効果測定＊の結果を基に、指導⽅
法の課題について調査分析を⾏い、具体的な授業改善
案を計画し、教育目標がめざす人間像をはぐくむ授業
を展開します。 

指導課 

  研究発表会への参加
を通した授業改善 

おおたの教育研究発表会等により研究成果を区内に
広く普及・啓発し、教員の意欲と授業⼒の向上を図り
ます。 

指導課 

  優秀教員の表彰 

大田区の学校教育の発展に貢献し、すぐれた教育実践
を⾏った区⽴小中学校の教員を表彰することで、教員
の意欲を高めるとともに、さらなる指導⼒向上を図り
ます。 

教育総務課 

  
全人的教育*の推進と
マンパワー向上のた
めの取組の充実 

子どもに関わる全ての教職員が研修などを通して⾃
⼰研さんし、子どもたちの知・徳・体の調和のとれた
豊かな人間性をはぐくむための全人的教育*を推進し
ます。 

指導課 

 夏休等取得推進⽇ 

教職員⾃身が健康で、心にゆとりをもって児童・生徒
と向き合うことができる環境をつくるため、夏季など
に１週間程度の「夏休等取得推進⽇」を設定し、通常
の土・⽇曜⽇と同じ扱いとすることで、積極的な休暇
の取得をめざします。 

指導課 

  副校⻑アシスタント 

負担の大きい副校⻑の業務軽減を図るため、副校⻑を
補佐する副校⻑アシスタントを全校に配置します。副
校⻑の事務補助を⾏うほか、教員の事務の一部を⾏う
ことで教員全体の負担軽減を図ります。 

指導課 

  部活動指導員と部活
動校外指導員 

部活動の技術指導や大会への引率を職務とする部活
動指導員の配置を推進します。このほか地域の人材な
どを部活動校外指導員として活用し、各中学校の部活
動を⽀援することで、教員の部活動指導の負担軽減を
図ります。 

指導課 

  養護教諭補助 養護教諭補助を配置し事務を補助することで、養護教諭
が落ち着いて児童・生徒に向き合える時間を作ります。 

指導課 

  読書学習司書 

読書活動の⽀援や図書資料などを活用した授業の企
画、実施⽀援などを⾏う読書学習司書を配置し、児
童・生徒の読書活動を推進することで、本に親しむき
っかけを作り、読書週間の定着を促します。 

指導課 

  学校図書館の⽀援 

学校⽀援地域本部＊や地域ボランティアが⾏う学校図
書館⽀援に対し、区⽴図書館が図書館整備の⽅法や読
み聞かせの⼿法など専門的な⽴場から助⾔を⾏うな
ど、区⽴小中学校の図書館整備・運営を⽀援します。 

大田図書館 

  学校施設の改築 今後、大量に⾒込まれる学校施設等の改築需要に対応
するため、計画的な改築を進めます。 

教育総務課 

 学校の体育館への空
調設備の整備 

児童・生徒の健康と安全な教育環境を守るため、体育
館の空調設備の整備を推進します。また、防災拠点と
しての環境整備を進めます。 

教育総務課 

  トイレの洋式化 快適な衛生環境整備のため、小中学校のトイレの洋便
器化を計画的に進めます。 

教育総務課 

・グリーンプラン 
・環境基本計画 学校施設の緑化 

地球にやさしいまちづくりの推進とともに、子どもた
ちの環境教育の充実を図るために、学校施設を活用し
た緑化を推進します。 

教育総務課 
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連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

  授業改善推進プラン 

各学校は大田区学習効果測定＊の結果を基に、指導⽅
法の課題について調査分析を⾏い、具体的な授業改善
案を計画し、教育目標がめざす人間像をはぐくむ授業
を展開します。 

指導課 

  研究発表会への参加
を通した授業改善 

おおたの教育研究発表会等により研究成果を区内に
広く普及・啓発し、教員の意欲と授業⼒の向上を図り
ます。 

指導課 

  優秀教員の表彰 

大田区の学校教育の発展に貢献し、すぐれた教育実践
を⾏った区⽴小中学校の教員を表彰することで、教員
の意欲を高めるとともに、さらなる指導⼒向上を図り
ます。 

教育総務課 

  
全人的教育*の推進と
マンパワー向上のた
めの取組の充実 

子どもに関わる全ての教職員が研修などを通して⾃
⼰研さんし、子どもたちの知・徳・体の調和のとれた
豊かな人間性をはぐくむための全人的教育*を推進し
ます。 

指導課 

 夏休等取得推進⽇ 

教職員⾃身が健康で、心にゆとりをもって児童・生徒
と向き合うことができる環境をつくるため、夏季など
に１週間程度の「夏休等取得推進⽇」を設定し、通常
の土・⽇曜⽇と同じ扱いとすることで、積極的な休暇
の取得をめざします。 

指導課 

  副校⻑アシスタント 

負担の大きい副校⻑の業務軽減を図るため、副校⻑を
補佐する副校⻑アシスタントを全校に配置します。副
校⻑の事務補助を⾏うほか、教員の事務の一部を⾏う
ことで教員全体の負担軽減を図ります。 

指導課 

  部活動指導員と部活
動校外指導員 

部活動の技術指導や大会への引率を職務とする部活
動指導員の配置を推進します。このほか地域の人材な
どを部活動校外指導員として活用し、各中学校の部活
動を⽀援することで、教員の部活動指導の負担軽減を
図ります。 

指導課 

  養護教諭補助 養護教諭補助を配置し事務を補助することで、養護教諭
が落ち着いて児童・生徒に向き合える時間を作ります。 

指導課 

  読書学習司書 

読書活動の⽀援や図書資料などを活用した授業の企
画、実施⽀援などを⾏う読書学習司書を配置し、児
童・生徒の読書活動を推進することで、本に親しむき
っかけを作り、読書週間の定着を促します。 

指導課 

  学校図書館の⽀援 

学校⽀援地域本部＊や地域ボランティアが⾏う学校図
書館⽀援に対し、区⽴図書館が図書館整備の⽅法や読
み聞かせの⼿法など専門的な⽴場から助⾔を⾏うな
ど、区⽴小中学校の図書館整備・運営を⽀援します。 

大田図書館 

  学校施設の改築 今後、大量に⾒込まれる学校施設等の改築需要に対応
するため、計画的な改築を進めます。 

教育総務課 

 学校の体育館への空
調設備の整備 

児童・生徒の健康と安全な教育環境を守るため、体育
館の空調設備の整備を推進します。また、防災拠点と
しての環境整備を進めます。 

教育総務課 

  トイレの洋式化 快適な衛生環境整備のため、小中学校のトイレの洋便
器化を計画的に進めます。 

教育総務課 

・グリーンプラン 
・環境基本計画 学校施設の緑化 

地球にやさしいまちづくりの推進とともに、子どもた
ちの環境教育の充実を図るために、学校施設を活用し
た緑化を推進します。 

教育総務課 

 

81 

第４章 

連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

・障がい施策プラン 学校特別⽀援員＊ 

学校及び教育委員会が、校内外の人的資源を活用する
ことにより、困難さへの対応が可能と思われる児童・
生徒について、その指導にあたる教員を⽀援するた
め、学校特別⽀援員＊を配置します。 

学務課 
指導課 

・障がい施策プラン 特別⽀援教育＊関連研
修 

全ての教員が特別⽀援教育＊についての理解を深め、
ユニバーサルデザイン＊の視点を取り入れた教育活動
を推進することや、特別⽀援教育コーディネーターの
推進⼒を高め、各校の校内⽀援体制や副籍交流などの
充実を図るための研修を実施します。 

学務課 
指導課 

  医療的ケアの必要な
児童・生徒への⽀援 

就学相談や就学時健康診断などの機会をとらえて、医療
的ケアが必要な児童・生徒の把握を⾏い、適切な⽀援が
⾏えるよう、学校や関係部局との連携を進めます。 

学務課 
指導課 

・障がい施策プラン 
・子育てプラン 特別⽀援学級の設置 

特別⽀援学級では、知的障がいなど、児童・生徒のそ
れぞれの特性に応じたきめ細かな指導を⾏います。今
後も児童・生徒数の推移に注視し、適正な規模の特別
⽀援学級の設置に取り組みます。 

学務課 
指導課 

・障がい施策プラン 通級指導学級＊の指導 

特別⽀援教育＊研修会などにおける実践報告、授業公
開及び研究授業や、都⽴特別⽀援学校のセンター的機
能を活用した巡回相談や継続的な⽀援を通して、指導
内容を充実します。 

学務課 
指導課 

・子育てプラン 特別⽀援教室（サポー
トルーム）＊の指導 

発達障がい＊のある児童・生徒に対する指導事例集や
タブレット端末にインストールされているデジタル
MIM＊などのアプリケーションの活用、発達障がい⽀
援アドバイザー＊による指導・助⾔、巡回指導教員連
絡協議会や拠点校内の OJT＊などを通して、指導内容
の充実を図ります。 

学務課 
指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・子どもの 

生活応援プラン 
・健康プラン 
・子育てプラン 

子どもの心サポート
月間と学校生活調査＊ 

６月と 11 月を「子どもの心サポート月間」に位置付
け、区⽴小学校第４学年の児童から区⽴中学校第３学
年の生徒を対象に学校生活調査＊を実施し、その結果
から必要に応じて児童・生徒に個別面談などを⾏い、
適切かつ組織的な対応を⾏います。 

指導課 

・健康プラン 学級集団調査＊ 

子どもたちの学校生活が楽しいものとなるように、学級
集団調査＊を活用し、教員が学級の実態を把握します。
これまでの指導に調査結果を加味することで、問題解決
に向けた学級づくりや授業の⼯夫につなげます。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン いじめ防止対策 

各学校は、いじめ防止のための組織を設置するととも
に、基本⽅針を策定します。また、家庭や地域との連携
により、未然防止、早期発⾒、早期対応、重大事態への
対処の４つの視点でいじめ防止対策に取り組みます。 
教育委員会は、「大田区いじめ防止基本⽅針」を遵守
し、学校におけるいじめ防止などに必要な指導・⽀援
を⾏います。また、重大事態などが発生した場合には、
教育委員会に調査委員会を設置するなど、迅速かつ的
確に対処します。 

指導課 

・子どもの 
生活応援プラン 登校⽀援員 

登校をためらうなど、不登校の予兆を⾒せる児童・生
徒に対して、顔⾒知りの⽀援員が家まで迎えに⾏った
り、別室対応を⾏うなど、登校⽀援員の配置を充実し
ます。 

指導課 

・子どもの 
生活応援プラン 

教育相談員＊の学校訪
問･ケース⽀援 

教育相談員＊が定期的に学校を訪問し、学校不適応＊の
児童・生徒の状況を把握するとともに、学校に対する
助⾔など、早期⽀援を⾏います。また、不登校状態の
児童・生徒に対するケース⽀援を充実します。 

教育 
センター 

第4章
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連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

適応指導教室＊での学
習指導 

不登校状態の児童・生徒に対する学習指導を充実させ
るため、適応指導教室＊「つばさ」に学習指導講師＊を
派遣し、早期に在籍校に復帰できるよう学習⽀援を⾏
います。 

教育 
センター 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 防犯教育 

児童・生徒の防犯に対する意識を高め、⾃ら判断し、
危険を回避する⼒、犯罪から身を守る⼒などを身に付
けさせるために、セーフティ教室・防犯教室を年間各
１回以上、特別活動などの時間に実施します。また、
セーフティ教室においては、保護者や地域住⺠などに
よる協議会を開催し、児童・生徒の防犯意識を高める
ための対策を協議します。 

指導課 

・健康プラン 
学校給食における食
物アレルギーへの対
応 

食物アレルギー対応が必要となる児童・生徒への学校
給食の提供にあたり、大田区食物アレルギー対応基本
⽅針に基づいた危機管理体制を構築するとともに保
護者との情報共有・連携を強化し、食物アレルギー事
故防止の徹底を図ります。 

学務課 

  防災教育教材 

「防災ノート〜災害と安全〜」の活用とともに、避難
訓練を月１回実施し、子どもたちの災害に対する意識
を高め、「⾃分の身は⾃分で守る⼒」、「危険を予測し
回避する能⼒」、「他者や社会の安全に貢献できる資質
や能⼒」を育成します。 

教育総務課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 
・交通安全実施計画 

交通安全巡回指導 
専任の交通安全指導員が各学校で交通安全指導を実
施することにより、児童・生徒の交通安全意識を醸成
します。 

教育総務課 

プラン掲載以外の事業 

  学習・指導資料 

児童・生徒の確かな学⼒・体⼒の向上、道徳の授業を
核とした心の教育の推進、宿泊を伴う学校⾏事などの
一層の充実を図るため、学習・指導資料のほか、指導
の充実・改善を図る資料を作成します。 

指導課 

  新たな教育内容、⽅法
に対する研修 

新しい時代に求められる学⼒を身に付けさせる指導
⼒向上を目的にした研修や社会の変化に対応した教
育課題の解決を図るための研修を実施します。 

指導課 

  大田区教育研究会 大田区教職員の研究と教養を深め、その成果を教育の
振興・発展に資することを目的として実施します。 

指導課 

  校内研究 

各学校で児童・生徒の学⼒に関する課題を解決するた
めの研究に取り組み、実践・評価・改善を通して、教
員の学習指導⼒の向上及び児童・生徒の学⼒向上をめ
ざします。 

指導課 

・男⼥共同プラン 教員研修 質の高い教育を実現するために、教員の資質能⼒向上
に向けた研修を充実します。 

指導課 

  校内研修 

様々な教育課題に関する理解促進や対応⼒を向上さ
せるための研修に、学習指導⼒などの向上を図るため
の校内 OJT＊を組み込むなど、相乗的な授業改善に取
り組みます。 

指導課 

  カリキュラムデザイ
ン＊ 

学習指導要領などを基に、子どもたちの姿や地域の実
情などを踏まえて、各学校が設定する教育目標を実現
するための効果的なカリキュラムを編成します。さら
に、PDCA サイクル＊でそれらを実施・評価し改善し
ていきます。 

指導課 
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連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

適応指導教室＊での学
習指導 

不登校状態の児童・生徒に対する学習指導を充実させ
るため、適応指導教室＊「つばさ」に学習指導講師＊を
派遣し、早期に在籍校に復帰できるよう学習⽀援を⾏
います。 

教育 
センター 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 防犯教育 

児童・生徒の防犯に対する意識を高め、⾃ら判断し、
危険を回避する⼒、犯罪から身を守る⼒などを身に付
けさせるために、セーフティ教室・防犯教室を年間各
１回以上、特別活動などの時間に実施します。また、
セーフティ教室においては、保護者や地域住⺠などに
よる協議会を開催し、児童・生徒の防犯意識を高める
ための対策を協議します。 

指導課 

・健康プラン 
学校給食における食
物アレルギーへの対
応 

食物アレルギー対応が必要となる児童・生徒への学校
給食の提供にあたり、大田区食物アレルギー対応基本
⽅針に基づいた危機管理体制を構築するとともに保
護者との情報共有・連携を強化し、食物アレルギー事
故防止の徹底を図ります。 

学務課 

  防災教育教材 

「防災ノート〜災害と安全〜」の活用とともに、避難
訓練を月１回実施し、子どもたちの災害に対する意識
を高め、「⾃分の身は⾃分で守る⼒」、「危険を予測し
回避する能⼒」、「他者や社会の安全に貢献できる資質
や能⼒」を育成します。 

教育総務課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 
・交通安全実施計画 

交通安全巡回指導 
専任の交通安全指導員が各学校で交通安全指導を実
施することにより、児童・生徒の交通安全意識を醸成
します。 

教育総務課 

プラン掲載以外の事業 

  学習・指導資料 

児童・生徒の確かな学⼒・体⼒の向上、道徳の授業を
核とした心の教育の推進、宿泊を伴う学校⾏事などの
一層の充実を図るため、学習・指導資料のほか、指導
の充実・改善を図る資料を作成します。 

指導課 

  新たな教育内容、⽅法
に対する研修 

新しい時代に求められる学⼒を身に付けさせる指導
⼒向上を目的にした研修や社会の変化に対応した教
育課題の解決を図るための研修を実施します。 

指導課 

  大田区教育研究会 大田区教職員の研究と教養を深め、その成果を教育の
振興・発展に資することを目的として実施します。 

指導課 

  校内研究 

各学校で児童・生徒の学⼒に関する課題を解決するた
めの研究に取り組み、実践・評価・改善を通して、教
員の学習指導⼒の向上及び児童・生徒の学⼒向上をめ
ざします。 

指導課 

・男⼥共同プラン 教員研修 質の高い教育を実現するために、教員の資質能⼒向上
に向けた研修を充実します。 

指導課 

  校内研修 

様々な教育課題に関する理解促進や対応⼒を向上さ
せるための研修に、学習指導⼒などの向上を図るため
の校内 OJT＊を組み込むなど、相乗的な授業改善に取
り組みます。 

指導課 

  カリキュラムデザイ
ン＊ 

学習指導要領などを基に、子どもたちの姿や地域の実
情などを踏まえて、各学校が設定する教育目標を実現
するための効果的なカリキュラムを編成します。さら
に、PDCA サイクル＊でそれらを実施・評価し改善し
ていきます。 

指導課 
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第４章 

プラン掲載以外の事業 

  

校⻑のリーダーシッ
プによる「チーム学
校」の推進（カリキュ
ラム・マネジメント＊） 

校⻑のリーダーシップのもと、カリキュラムや⽇々の
教育活動、学校の資源が一体的にマネジメントされ、
教職員や校内の多様な人材が、それぞれの専門性を生
かして能⼒を発揮し、子どもたちに必要な資質・能⼒
を確実に身に付けさせることができる学校づくりを
めざします。 

指導課 

  
校務⽀援システムへ
の教職員出退勤管理
機能の導入 

システムを利用した教職員出退勤管理機能を導入す
ることにより、正確かつ客観的な勤務実態を把握しま
す。得られたデータをもとに教育委員会において分析
を⾏い、在校時間の改善に向けた効率的、効果的な取
組を検討します。 

指導課 

  応答機能付き電話の
導入 

応答機能付き電話を導入することで、教職員が夜間や
⻑期休業期間中にかかってきた電話に対応する負担
を軽減し、業務改善につながる環境を整備します。 

指導課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

メンタルフレンドの
派遣 

学校不適応＊の児童・生徒の学校生活への適応を⽀援
するため、心理学や教育学を専攻している大学生など
をその家庭に派遣し、話し相⼿などのふれあい活動の
中で児童・生徒の⾃主性を伸ばし、学校生活に適応す
るように⽀援します。 

教育 
センター 

・⻘少年健全育成計画 不登校対策事業実施
校の拡充 

不登校児童・生徒やその保護者を⽀援するとともに、
個々の状態を把握し計画的に⽀援していく体制づく
りを強化するため、不登校対策事業実施校を拡充しま
す。 

指導課 

  学校緊急連絡システ
ム 

不審者などの緊急情報を児童・生徒の保護者や学校関
係者にメールで配信することにより、地域の犯罪に対
する意識の高揚、子どもの安全・安心の確保を図りま
す。 

教育総務課 

  防犯カメラの設置 

区⽴小学校の通学路に防犯カメラを設置することで、
学校、保護者、PTA、地域などが実践している通学路
における児童の⾒守り活動を補完し、防犯体制をさら
に強化します。 

教育総務課 

・子育てプラン 防犯ブザーの配布 

防犯教育の一環として、区⽴小学校に通う児童は入学
時に学校から、区⽴以外の小学校に通う第１学年児童
は申請により防犯ブザーを配布し、児童の安全・安心
の確保を図ります。 

学務課 

  栄養⼠、調理従事者の
健康管理 

国の学校給食衛生管理基準に基づき、学校給食調理従
事者の健康状態を管理するとともに、衛生管理講習会
を通じて衛生管理意識の向上を図り、ノロウイルスな
どの拡大防止を徹底します。 

学務課 
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プラン６ 学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育 
【学校・家庭・地域】関連事業 

連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

学校⽀援コーディネ
ーター＊の研修等と学
校⽀援地域本部＊間の
連携・情報の共有化 

学校⽀援地域本部＊の事業が円滑に運営されるよう、
学校⽀援コーディネーター＊に対する研修や交流会を
実施し、コーディネーターのスキルアップを図りま
す。また、研修などを⾏う中で、コーディネーター同
⼠の交流を深め、学校⽀援地域本部＊間の連携と情報
の共有を図ります。 
その他、新たな取組への参考となるよう、各学校の取
組を紹介する情報紙を発⾏します。 

教育総務課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 学校施設開放事業 

身近な学習、⽂化、スポーツの場として地域団体に利
用されている学校施設の一層の開放を図る⽅策や、貸
出における学校負担を軽減することができる貸出⽅
法の⾒直しを検討し、開放事業の充実をめざします。 

教育総務課 

・男⼥共同プラン 
・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

放課後の児童の居場
所づくり（放課後ひろ
ば） 

小学校を活用した放課後の児童の安全・安心な居場所
づくりとして、学童保育と放課後子ども教室＊を一体
的に⾏う「放課後ひろば」を実施します。学校⽀援地
域本部＊をはじめとする地域の協⼒を得て、各学校の
充実を図ります。 

教育総務課 

・男⼥共同プラン 
・⻘少年健全育成計画 
・ユニバーサルプラン 
・子育てプラン 

家庭・地域教育⼒向上
⽀援事業 

PTA や地域の子どもに関する活動を⾏う団体に委託
し、家庭や地域における子どもの教育に関わる講演会
や学習会を実施します。テーマは子どもに関する課題
を団体が選び、参加しやすい身近な場所で講演会など
を開催することを⽀援します。 

教育総務課 

・男⼥共同プラン 
・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

家庭教育学習会 

小学生や中学生の保護者を対象とし、テーマごとの学
習会や講演会などを実施し、家庭教育についての学習
機会を広げます。 
また、次年度小学校入学児童の保護者を対象に、子ど
もの小学校生活がより充実したものになるための家
庭や親の役割についての学習会を実施します。 

教育総務課 

  PTA 活動と連携した
家庭教育⽀援 

小中学生の保護者が参加し、家庭・学校・地域社会を
つなぐ役割を担う PTA と連携した家庭教育の⽀援を
検討します。PTA の実情に応じて、保護者同⼠が互い
に家庭教育の悩みや課題について話し合う場を設け
るなど、保護者を孤⽴させず、相談し合える関係づく
りなどを⾏うことによって、個々の家庭の⽀援を推進
します。 

教育総務課 

・⻘少年健全育成計画 家庭教育⽀援講座 

保護者が家庭教育の重要性を認識し、子どもの発達や
遊びについて理解を深め、⾃信を持って子どもにかか
わることができるよう働きかけることで子育て家庭
を⽀援します。 

幼児教育
センター 

  地域活動団体との連
携 

学習⽀援など子どもに関する活動を⾏う団体との連
携や⽀援の⽅法を検討し、家庭や地域の教育⼒の向上
を図ります。 

教育総務課 
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プラン６ 学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育 
【学校・家庭・地域】関連事業 

連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

学校⽀援コーディネ
ーター＊の研修等と学
校⽀援地域本部＊間の
連携・情報の共有化 

学校⽀援地域本部＊の事業が円滑に運営されるよう、
学校⽀援コーディネーター＊に対する研修や交流会を
実施し、コーディネーターのスキルアップを図りま
す。また、研修などを⾏う中で、コーディネーター同
⼠の交流を深め、学校⽀援地域本部＊間の連携と情報
の共有を図ります。 
その他、新たな取組への参考となるよう、各学校の取
組を紹介する情報紙を発⾏します。 

教育総務課 

・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 学校施設開放事業 

身近な学習、⽂化、スポーツの場として地域団体に利
用されている学校施設の一層の開放を図る⽅策や、貸
出における学校負担を軽減することができる貸出⽅
法の⾒直しを検討し、開放事業の充実をめざします。 

教育総務課 

・男⼥共同プラン 
・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

放課後の児童の居場
所づくり（放課後ひろ
ば） 

小学校を活用した放課後の児童の安全・安心な居場所
づくりとして、学童保育と放課後子ども教室＊を一体
的に⾏う「放課後ひろば」を実施します。学校⽀援地
域本部＊をはじめとする地域の協⼒を得て、各学校の
充実を図ります。 

教育総務課 

・男⼥共同プラン 
・⻘少年健全育成計画 
・ユニバーサルプラン 
・子育てプラン 

家庭・地域教育⼒向上
⽀援事業 

PTA や地域の子どもに関する活動を⾏う団体に委託
し、家庭や地域における子どもの教育に関わる講演会
や学習会を実施します。テーマは子どもに関する課題
を団体が選び、参加しやすい身近な場所で講演会など
を開催することを⽀援します。 

教育総務課 

・男⼥共同プラン 
・⻘少年健全育成計画 
・子育てプラン 

家庭教育学習会 

小学生や中学生の保護者を対象とし、テーマごとの学
習会や講演会などを実施し、家庭教育についての学習
機会を広げます。 
また、次年度小学校入学児童の保護者を対象に、子ど
もの小学校生活がより充実したものになるための家
庭や親の役割についての学習会を実施します。 

教育総務課 

  PTA 活動と連携した
家庭教育⽀援 

小中学生の保護者が参加し、家庭・学校・地域社会を
つなぐ役割を担う PTA と連携した家庭教育の⽀援を
検討します。PTA の実情に応じて、保護者同⼠が互い
に家庭教育の悩みや課題について話し合う場を設け
るなど、保護者を孤⽴させず、相談し合える関係づく
りなどを⾏うことによって、個々の家庭の⽀援を推進
します。 

教育総務課 

・⻘少年健全育成計画 家庭教育⽀援講座 

保護者が家庭教育の重要性を認識し、子どもの発達や
遊びについて理解を深め、⾃信を持って子どもにかか
わることができるよう働きかけることで子育て家庭
を⽀援します。 

幼児教育
センター 

  地域活動団体との連
携 

学習⽀援など子どもに関する活動を⾏う団体との連
携や⽀援の⽅法を検討し、家庭や地域の教育⼒の向上
を図ります。 

教育総務課 
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第４章 

連携する計画 
※正式名称と所管部は
P.72 をご覧ください。 

事業名 事業内容 担当課 

  ペアレントトレーニ
ング 

発達障がい＊（ADHD、LD、⾃閉的傾向など）のある小
学校の子どもの保護者を対象として、グループ討議を通
して学ぶ学習会を開催します。保護者が子どもを正しく
理解し、子どもとの好ましいかかわり⽅を身に付け、子
どもが家庭生活はもとより学校生活においても、より適
切な⾏動ができるよう⽀援します。 

教育 
センター 

・男⼥共同プラン 
・障がい施策プラン 
・子どもの 

生活応援プラン 
・地域福祉計画 
・健康プラン 

スクールカウンセラ
ー＊・スクールソーシ
ャルワーカー＊の体制
充実 

スクールカウンセラー＊を区⽴小中学校・館⼭さざな
み学校に配置し、児童・生徒・保護者・教職員などか
らの相談に対応します。児童・生徒の学校不適応＊の
早期発⾒・早期解決や児童・生徒の心の安定のため、
学校内の教育相談体制を強化します。また経済的困窮
や養育上の困難など、学校だけでは解決が困難な課題
がある児童・生徒とその家庭をスクールソーシャルワ
ーカー＊が⽀援します。 

教育 
センター 

・障がい施策プラン 
・子どもの 

生活応援プラン 
・地域福祉計画 
・健康プラン 

教育相談体制の強化 

学校不適応＊など教育相談の件数増や中学校の特別⽀援教
室（サポートルーム）の実施などに伴う心理検査の需要の
増加に対応できるよう、心理職の教育相談員＊による相談
体制を強化します。相談で得られた知⾒を蓄積し、円滑で
安定した心理検査の実施や教育相談の充実を図ります。 

教育 
センター 

・男⼥共同プラン 
・子育てプラン 
・障がい施策プラン 
・子どもの 

生活応援プラン 

保護者（家庭）からの相
談（電話･来室相談）と
就学前機関からの相談 

幼児の保護者（家庭）からの相談に電話や来室（面談）に
より対応します。また、就学前機関の要請に基づき、当該
園を訪問して、学級運営上の相談に対応します。 

幼児教育
センター 

  地域⾏事への参加 

学校は、地域活動を⾏う団体と一層の連携・協働を図
ります。学校は児童・生徒に地域⾏事の周知や参加を
呼びかけるとともに、生徒の地域ボランティアとして
の参加などを積極的に進めます。 

指導課 

・多⽂化共生プラン 図書館の ICT＊化 
インターネット時代の多様な利用形態に対応するた
め、利便性の向上と業務の効率化を目的とした IC タ
グの導入などを実施します。 

大田図書館 

  地域の特色を生かし
た図書館の整備 

地域特性を生かした情報拠点として機能の向上を図
ります。また、子どもから高齢者までの区⺠の学びの
場となるよう環境を整えます。 
⽼朽化する施設・設備の改修・改築にあたっては、図書
館施設の⻑寿命化も視野に入れながら、ICT＊の活用に
よる新たなサービスの向上を図るとともに、地域特性に
対応した情報拠点として区⺠が主体的に学ぶ場となる
よう整備を図ります。 

大田図書館 

  池上図書館の移転 池上駅直上駅ビル内に図書館を整備し、駅ビルという⽴地
を生かした機能性に優れた新しい図書館を構築します。 

大田図書館 

・⽂化振興プラン ⽂化財保護の啓発・普
及 

地域の⽂化財や歴史を知り、身近に親しむとともに⽂化
財の保護・保存・活用に対する理解と関心を深めるため
に、⽂化財資料の作成や⽂化財講演会などを開催します。
また、区指定⽂化財には、⽂化財の特色を記した標識版
を設置するなど、啓発・普及を推進します。 

大田図書館 

プラン掲載以外の事業 
  

家庭教育情報の発信 家庭教育に関する情報を紙媒体のほか、ホームページ
なども活用して定期的に発信し、保護者に届けます。 

教育総務課 

  
保護者及び幼児教育
機関向け情報誌の発
⾏ 

保護者が適切な幼児教育情報を取得し、心にゆとりを
もった子育てができるように⽀援します。また、幼児
教育関係機関の連携促進のため、職員向けに関連情報
を発信します。 

幼児教育
センター 
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資料２ 新おおた教育振興プラン策定懇談会 

（１）委員名簿（委員は五十音順、敬称略、所属は委嘱当時のもの） 

 氏 名 しめい 所 属 

座 ⻑ 尾木 和英 おぎ かずあき 東京⼥⼦体育⼤学 名誉教授 
副座⻑ ⼩⿊ 仁史 おぐろ ひとし ⼤田区教育委員会 教育⻑ 
委 員 有村 久春 ありむら ひさはる 東京聖栄⼤学 教授 
委 員 石垣 晴⼦ いしがき はるこ ⼤田区⻘少年対策地区委員会会⻑会 会⻑ 
委 員 遠藤 康弘 えんどう やすひろ ⼤田区⽴⼩学校校⻑会 会⻑ 
委 員 緒形 康司 おがた こうじ ⼤田区⽴中学校ＰＴＡ連合協議会 会⻑ 
委 員 加藤 保 かとう たもつ ⼤田区私⽴保育園連合会 会⻑ 
委 員 河合 良治 かわい よしはる 区⺠公募 
委 員 喜井 美沙 きい みさ 区⺠公募 
委 員 木﨑 正和 きざき まさかず ⼤田区⽴中学校校⻑会 会⻑ 

委 員 坂本 直隆 さかもと なおたか ⼤田区私⽴幼稚園連合会 副会⻑ 
(平成 30 年 11 月６日から令和元年６月 30 日まで委嘱) 

委 員 中島 寿美 なかじま すみ ⼤田区自治会連合会 理事 
委 員 藤井 ⼤吾 ふじい だいご ⼤田区学校保健会 会⻑ 

委 員 藤沢 光徳 ふじさわ みつのり ⼤田区私⽴幼稚園連合会 副会⻑  
(平成 30 年８月 27 日から 11 月５日まで委嘱) 

委 員 堀内 一男 ほりうち かずお 元跡⾒学園⼥⼦⼤学 教授 
委 員 堀江 敏雄 ほりえ としお 鵜の木地区⺠⽣委員児童委員協議会 会⻑ 
委 員 松原 敏彦 まつばら としひこ ⼤田区スポーツ推進委員協議会 会⻑ 
委 員 矢野 勝義 やの かつよし 東京都⽴矢⼝特別⽀援学校 校⻑ 
委 員 山⼝ 知樹 やまぐち ともき ⼤田区⽴⼩学校ＰＴＡ連絡協議会 会⻑ 
委 員 渡邉 義太 わたなべ よしふと 多摩川⼩学校 学校⽀援地域本部 会⻑ 

 

（２）内容等 
 開催日時 会場等 懇談会内容 

第
１
回 

平成 30 年 
８月 27 日（月） 
午後２時〜４時 30 分 

本庁舎 
第５・６委員会室 

１ 教育⻑挨拶 
２ 委員委嘱及び委員紹介 
３ 座⻑、副座⻑の選任、挨拶 
４ 新プラン策定に向けた検討の進め方 
５ 学識委員からの助⾔ 
６ おおた教育振興プラン 2014 の取組状況 
７ 新プラン策定に向けた意⾒交換 

第
２
回 

平成 30 年 
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本庁舎 
２階会議室 
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（案）について」 

第
３
回 
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⼤田区⽴消費者 
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（案）について」 
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さ
⾏ 小中一貫教育 小学校で⾏われる教育と中学校で⾏われる教育内容を連携させ、一貫性をもたせ

た体系的な教育を⾏うこと。 

食育 さまざまな経験を通じ、「食」に関する知識と「食」を選択する⼒を習得し、健
全な食生活を実践できる人を育てること。 

職場体験 中学校第２学年生徒を対象に、区内の様々な事業所の協⼒により実施する体験学習。 

スクールカウンセラー（SC） 
いじめ、不登校などの学校不適応の未然防⽌や解決を図るため学校に配置され、
児童・生徒の悩みの相談に応じるとともに、教員や保護者に対して指導・助言を
⾏う専門家。 

スクールソーシャルワーカ
ー（SSW） 

社会福祉などの専門的知識、技術を活⽤し、問題を抱えた児童・生徒を取り巻く
環境に働きかけ、家庭、学校、地域の関係機関をつなぎ、児童・生徒の悩みや抱
えている問題の解決に向けて支援する専門家。 

ステップ学習チェックシート 算数・数学ステップ学習の確かめプリントの達成状況を記録したシート。 

成果指標 各プランの取組の成果を数値化し、教育施策の効果を分かりやすくするための目
安として設定した５年後の目標値。 

生活指導支援員 安全で安心した生活ができる学校づくりと問題⾏動の早期解決を支援するため
に必要と判断される学校に配置する支援員。 

全国学⼒・学習状況調査 
⽂部科学省が実施する、全国的に⼦どもたちの学習状況を把握・分析し、教育施
策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童・生徒へ
の教育指導の充実や学習状況の改善などに役⽴てるための調査。 

全人的（全人的教育） 知・徳・体などの資質を偏りなく、全面的、調和的に育成することをめざす教育。 
た
⾏ 体⼒合計点 

⽂部科学省が定めた新体⼒テストにおける一人ひとりの児童・生徒の合計点。反
復横跳び、50ｍ走、ソフトボール投げなど、８種目 80 点満点。項目別得点表は
男⼥別に、体⼒合計点による総合評価基準表は年齢別に定められている。 

体⼒テスト 

⽂部科学省が実施する、国⺠の体⼒・運動能⼒の現状を明らかにし、体育・スポ
ーツ活動の指導と、⾏政上の基礎資料として広く活⽤するための調査。「新体⼒
テスト」は、国⺠の体位の変化、スポーツ医・科学の進歩、⾼齢化の進展などを
踏まえ、平成 11 年度から現状に合ったものとして実施されているテスト。 

地域教育連絡協議会 家庭・地域・学校が密接に連携し、地域教育の機能を⾼め、⼦どもたちの「生き
る⼒」をはぐくむ環境づくりをめざして全校に設置している協議会。 

地域⼒ 

「地域⼒」とは、区⺠一人ひとりの⼒を源として、⾃治会・町会、事業者、団体・
NPO など様々な主体がもっている⼒、それら相互及び区との連携・協働によって
生まれる⼒を含んだものであり、防犯・防災、福祉、⼦育て、教育、産業、環境、
国際交流、まちの魅⼒づくりなど、多様な地域の課題を解決し、魅⼒ある地域を
創造していく⼒。 

知識基盤社会 新しい知識・情報・技術が社会のあらゆる領域での活動の基盤として⾶躍的に重
要性を増す社会のこと。 

チーム学校 

校⻑のリーダーシップの下、カリキュラム、日々の教育活動、学校の資源が一体
的にマネジメントされ、教職員や学校内の多様な人材が、それぞれの専門性を生
かして能⼒を発揮し、⼦どもたちに必要な資質・能⼒を確実に⾝に付けさせるこ
とができる学校。 

中学校理科教育指導員 
中学校理科の観察・実験の補助及び生徒への個別指導や、中学校理科教員に対し
て授業内容などの指導・助言を⾏う。理科教育に対する専門的な知識のある退職
後の教員を指導員として配置している。 

中学生「東京駅伝」大会 東京都教育委員会が主催する都内の中学校第２学年の代表選⼿たちが、男⼦は
42.195 ㎞を 17 名で、⼥⼦は 30 ㎞を 16 名で襷をつなぐ、区市町村対抗の駅伝大会。 

通級指導学級 言語障がいや⾃閉症などのある児童・生徒に対し、障がいに応じた指導、教育を
⾏う必要がある場合、特別の教育課程を編成して設置した学級。 

適応指導教室 
不登校状態の児童・生徒が家で引きこもりにならないよう、在籍する学校以外の
場所で生活習慣の改善や学習指導を受けながら集団活動を通し、学校生活への適
応を図る施設。 

デジタル MIM 

MIM とは、Multilayer Instruction Model の略。のびる音やつまる音、ねじ
れる音などの特殊音節のつまずきを早期発⾒・支援する教材のこと。 
この教材をパソコンやタブレット端末などで使えるようデジタル化したものを
デジタル MIM という。 

東京都児童・生徒体⼒・運動
能⼒、生活・運動習慣等調査 

平成 23 度から都内公⽴学校の全児童・生徒を対象に⾏われている東京都の調査。
児童・生徒の体⼒・運動能⼒及び生活・運動習慣などの実態を把握・分析するこ
とにより、児童・生徒の体⼒・運動能⼒等の向上に係る施策の成果と課題を検証
し、その改善を図るとともに、これらの取組を通じて、学校における児童・生徒
の体⼒・運動能⼒などの向上に関する継続的な検証改善サイクルを確⽴する。 
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